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都市再生整備計画の目標及び計画期間
市町村名 地区名 面積 7.2 ha

目標設定の根拠

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

a 台・人／日 H16
Ｈ19

b 人／地区 H16
Ｈ19

ｃ 回／年 H15
Ｈ19

ｄ

e

都道府県名 栃木県 鹿沼市 鹿沼中央地区

計画期間 平成１７年度　～　平成１９年度 交付期間 平成１７年度　～　平成１９年度

目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地
区の特性と資源を活かした魅力ある市街地整備による中心市街地の活性化
区画整理地区内外の調和の取れた道路整備による交通安全と交通アクセスの強化

まちづくりの経緯及び現況

　　本地区は、戦国時代には城下町、江戸時代には日光へ通じる例幣使街道の宿場町として、本市の中心部として発展してきたが、近年は都市基盤の遅れから、人口減少と高齢化が進行し、商業地としての機能と魅力が低下傾向にある。
　平成５年に策定された「鹿沼市中心市街地活性化計画」を基に、平成８年度に下横町周辺土地区画整理事業の事業認可、平成９年度にふるさとの顔づくりモデル事業地区の指定を受け、公共施設の整備改善と高質化及び地区特性を活かした都市基
盤の整備を進め、平成１８年度の換地処分を目標に実施している。
　また、平成１２年度から平成１６年度において、本地区を含む１９．５ｈａについてまちづくり総合支援事業を導入し、区画道路、街区公園、街路、高質空間形成施設、地域生活基盤施設等の整備を行い、中心市街地の活性化を図ってきた。
　しかし、下横町周辺土地区画整理事業は換地設計や移転計画の輻輳から当初計画から４ヵ年の遅れを生じたが、移転計画及び整備計画も順調となり、平成１８年度の換地処分も確実となった。道路特会の区画整理事業による骨格となる幹線街路の
整備に合わせ、鹿沼の歴史と緑を活かした公園の整備、区画整理地区に隣接する道路の整備による地区内外の交通安全と交通アクセス強化の必要性が生じている。

課題

・地区内の「まち中交流プラザ」と隣接する横まち公園を整備したが、地区外交流が増えるお祭り等のイベント開催時には狭く、地区内外の交流促進による中心市街地の活性化のための賑わい創出へと結び付いていない。高齢者、幼少者に対応した緑
や歴史・文化に触れることができる憩いの空間ととも交流拠点広場も創出し、住んでも訪れても楽しいまちづくりを要望されている。
・地区界に位置する２路線の市道では、地区内外の道路整備の整合が図れず交通安全が確保されず、非常に危険である。

将来ビジョン（中長期）

(総合計画における将来ビジョン）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中心市街地活性化基本計画における目標）
○多くの人々が行き交う魅力的な市街地の基盤形成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○住み続けたくなる都心居住空間の整備　　　　　　　　　　　　○市民活動による活性化の推進
○潤いのあるなちづくりのための緑のオープンスペース（公園等）の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　○人に優しい都市空間の整備
○郷土の歴史、文化の継承と活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○歴史・文化・自然等の個性を活かした都市空間の整備

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

4000

地区内居住人口 下横町外４町の居住者人口 居住環境の改善による地区内の人口増加を図る 947 980

交通量 市道５０６１号線（人・自転車・自動車） 区画整理地区隣接道路を整備し、地区内外の交流軸を確立する 3700

260中心市街地の活性化 まち中交流プラザイベントホール利用回数 交流拠点広場と交流軸の整備による賑わいの創出 240



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

・官民一体となった住民参加市街地整備の確立

・街並みづくり事業補助金（提案事業）

・まちづくり研究会活動助成、
　　民間のまちづくりの検討組織である研究会活動助成により賑わい創出ばかりでなく、人材育成も積極的に進める。
・景観の形成
　　魅力ある都市空間の形成を目指し、土地区画整理事業では「ふるさとの顔づくりモデル事業」を導入するとともに地区の電線類の地中化も実施する。また、地区計画や街づくり協定、建築物誘導
　　ガイドラインを策定し、「街並みづくり事業補助金」も導入し、積極的な景観形成に努めている。

・地域の歴史や文化を活かした、緑と安らぎのある街づくりの推進
・交流拠点空間創出による賑わいの創出

・たまち公園整備（基幹事業）
・石橋のさと整備（基幹事業）

・土地区画整理地区内外の調和の取れた道路整備による安全なまちづくり
・来街者への魅力を創出し、人の回遊性とにぎわいのある街の再生

・市道５０６０号線（区画道路）新設（基幹事業）
・市道５０６１号線（区画道路）改築（基幹事業）
・電線共同溝引込管路、連係管路整備（基幹事業）



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路 鹿沼市 直 70.0m H17 H17 H17 H17 2.0 2.0 2.0 2.0

鹿沼市 直 50.0ｍ H17 H17 H17 H17 2.8 2.8 2.8 2.8

鹿沼市 直 H15 H19 H17 H19 21.7 21.7 21.7 21.7

公園 鹿沼市 直 1000㎡ H18 H18 H18 H18 22.7 22.7 22.7 22.7

公園 鹿沼市 直 543㎡ H17 H17 H17 H17 23.1 23.1 23.1 23.1

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業（都市再生） 鹿沼市 直 7.1 H12 H18 H17 H18 1,847.2 46.2 46.2 46.2

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,919.5 118.5 118.5 0.0 118.5 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

鹿沼市 直 H9 H19 H17 H19 11.0 11.0 11.0 11.0

0

0

－ 0

－ 0

合計 11.5 11.5 11.5 0.0 11.5 …B
合計(A+B) 130

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

鹿沼市 国土交通省 7.1ha ○ H8 H23 7,840

合計 7,840

道路

道路

市道5060号線

電線共同溝連携引込寒路整備
（例幣使通り、古峰原宮通り）

交付対象事業費 130 交付限度額 52 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

市道5061号線

たまち公園

石橋のさと

－

－

－

－

下横周辺地区

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

街並みづくり事業補助金 例幣使通り・古峯原宮通り

事業主体

事業活用調
査

－

－

H13 H18
まちづくり活
動推進事業

まちづくり研究会活動助成 － 鹿沼市 0.5 0.5H17 H18 0.5 0.5直 －

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

土地区画整理事業 下横町周辺



フォローアップ状況

様式1－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 ● × あり

見込み なし ●

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

様式1－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み

確定

見込み

確定

見込み

1,601

994 ○

○

目標値

事後評価シート　様式２-1から転記

指　標 従前値 目標値

指標１ 交通量
台・人/

日
3,700

見込み・確定
の別

計測時期

２０年５月

事後評価シート　様式２-1から転記

4,000

980

260

事後評価

1年以内の
達成見込み

ﾌｫﾛｰｱｯﾌ時
点での達成

度

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

事後評価より達成度が低い場合

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

備考
（仮に確定値が出
せない場合の理由

等）

指標４ ○年○月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標５ ○年○月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標２
地区内居住者人

口
人/地区 947 1083 ２０年４月 ○

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標３
中心市街地の活性
化（まちなか交流プ
ラザ利利用回数）

回/年 240 307 312 ２０年５月 ○
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期1年以内の
達成見込み

事後評価

見込み・確定の別

ﾌｫﾛｰｱｯﾌ時
点での達成

度

事後評価より達成度が低い場合 備考
（仮に確定値が出
せない場合の理由

等）

その他の
数値指標１

都市計画道路３・
４・２０２古峰原宮

通りの交通量

台・人/
日

- 4,747 ○年○月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標２

○年○月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

○年○月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる



様式1－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式1－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

○年○月

○年○月

○年○月

実施時期

○年○月

具体的内容

今後の課題　その他特記事項

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

実施した結果

平成19年3月まちづくり交付金新規地区「新拠点地区」とし
て事業化し整備を進めている。

実施した具体的な内容

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成する
ための改善策

・残された課題・新たな課題
への対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

平成17年4月策定の「中心市街地新拠点整備計
画」による鹿沼の歴史を活かした観光交流所点を
整備し、回遊できるまちづくりにより賑わいを創出

する


